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研究成果の概要（和文）：本研究では、海外直接投資が、自国からホスト国への輸出、そして自国の同一企業、
およびサプライヤーの企業業績に及ぼす影響について、直接投資開始からの時間経過に注意を払いながら分析を
行った。分析結果から、海外直接投資が拡大すると徐々に中間財は現地調達に代替されるものの、そのペースは
遅く、自社、あるいは系列サプライヤーからのホスト国への中間材輸出の持続性は強いことが明らかになった。
さらに、こうした企業グループ内外の工程間分業は日本国内の生産活動を必ずしも空洞化させるものではない。
むしろ競争圧力の高まりなど逆風下における日本の製造業において、企業パフォーマンスを下支えする効果を持
つことが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：The aim of this study is to revisit the relationship between FDI and export 
of intermediate goods from home and to examine the impact of FDI on domestic corporate performances 
of MNEs and intermediate goods suppliers. Our study specially pays attention to the difference 
between short-term and long-term effects. We find that MNEs’ oversea affiliates have gradually 
substituted export of intermediate goods with local procurement but its pace is quite slow, implying
 that MNEs and their domestic suppliers tend to continue to export of intermediate goods to MNEs’ 
oversea affiliates. Furthermore, oversea production expansion of MNEs does not have negative impact 
on their own or their suppliers’ corporate performance. On the country, for firms engaging in 
MNEs’ supply chin network, the demand expansion through international production network offset the
 negative impact of import competition.

研究分野：国際経済学

キーワード： 多国籍企業　国際分業
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１．研究開始当初の背景 

近年、貿易・投資の自由化の進展、国家間

の各種取引コストの低下に伴って、多国籍企

業による国際分業が拡大している。とりわけ、

東アジアでは、労働集約的な生産工程を低賃

金国に配置し、資本集約的な生産工程を自国

で担う国際工程間分業が拡大しており、その

結果、中間財の貿易が拡大している。一方で、

海外直接投資は、既存の輸出を代替してしま

うので、海外生産の拡大は国内生産を代替し、

労働需要を減衰させてしまうのではないか

という懸念がある。こうした点について、こ

れまでの実証研究では、さまざまなデータを

用いた実証研究が行われてきた。しかし、こ

れまでの研究では、いずれも海外生産が開始

されてからの時間的な経過が考慮されてこ

なかった。特に途上国では、地場の中間財生

産者（サプライヤー）が未熟であるため、進

出当初は中間財の多くを自国からの輸入に

頼るが、時間が経過するとともに、自国のサ

プライヤーが追随して海外生産を開始した

り、あるいは競争力を向上させた地場のサプ

ライヤーからの調達を拡大させたりするこ

とがあると考えられる。本研究では、詳細な

品目別の貿易データと海外直接投資、あるい

は国内生産量のデータをリンクしたデータ

ベースを構築し、これまで十分に分析されて

こなかった海外直接投資の影響の経時的な

側面に注目して分析を行う。 

 
２．研究の目的 

本研究は、最終財組立生産者による海外直

接投資が行われた後、日本からの中間財の輸

出がどのように変化するのか、また、国内の

中間財生産者がどのタイミングで組立生産

者に追随し、海外生産を開始するのか、さら

には海外直接投資を実施した組立生産者、中

間財生産者の国内拠点の生産品目や生産量、

雇用はどのように変化するのかを分析する。

また、本研究では、１）海外直接投資の開始

後、時間の経過とともにその影響がどのよう

に変化するのか、そして２）生産工程間の国

際的な分業による直接投資の効果を企業グ

ループ内の分業の効果と系列サプライヤー

との分業における効果を識別して分析をお

こなっている。こうした研究に踏み込むため、

企業レベルで品目別仕向け地別に輸出額を

把握できるデータベースを構築し、日本から

現地への中間財の輸出がどのように変化し

てきているのか、さらには、どのような中間

財サプライヤーが追随して海外現地生産を

開始するのか、また、最終財組立生産者、お

よび中間財サプライヤーの国内生産拠点の

生産品目や生産量、雇用にはどのような影響

を受けるのかを分析する。 

 

３．研究の方法 

本研究では、上記課題を分析するために４

つのアプローチで分析を行った。（１）海外

現地法人の本国からの調達パターンが時間

とともにどのように変化するのかを分析す

るために中国税関の企業レベルの貿易デー

タと日系海外現地法人のデータを接続した

データベースを構築し、取引関係の継続性の

決定要因分析を行った。（２）工程間分業を

伴う海外直接投資、および海外生産の拡大が

国内の企業パフォーマンスに及ぼす影響を

詳細にみるために電機メーカーを対象とし

た海外直接投資データと工場レベルの国内

生産のデータを接続したデータベースを構

築し、海外事業と国内事業の関連性の違いか

ら、海外生産拡大が国内事業部門の生産性に

及ぼす影響に違いがみられるかを分析した。

（３）中間財生産者の海外進出行動とその国

内事業への影響を考察するため自動車メー

カーと自動車部品メーカーのデータベース

を構築した。そして、自動車メーカーの海外

生産状況を操作変数として、自動車部品メー

カーの海外進出、および海外生産拡大の国内

企業パフォーマンスに対する影響を分析し

た。（４）下流企業の海外直接投資が取引関



係のある中間財メーカーのパフォーマンス

に及ぼす影響を分析するために海外直接投

資、企業間取引ネットワーク、企業の財務情

報を接続したデータベースを構築した。この

データベースを用いて、多国籍企業との取引

関係の有無によって、どの程度、中間財生産

者の企業パフォーマンスが異なるかを分析

した。 

 
４．研究成果 

本研究の成果は以下のようなものである。 

（１）中国税関の企業レベルの貿易データと

日系海外現地法人のデータを接続したデー

タベースによる日系現地法人の中間財調達

パターンについて分析では、海外現地法人の

本国からの調達パターンが時間の経過とと

もにどのように変化するのかを分析した。海

外現地法人の本国からの調達パターンは時

間とともに減少する傾向にあるが、この減少

パターンは現地企業の集積状況や本社の属

性によって異なることが分かった。特に本社

の属性に注目した分析からは、中小企業では

減少パターンが緩やかであることが分かっ

た。近年、中小企業が海外進出を活発化させ

ている事実を踏まえると、今後も日本から日

系現地法人への輸出が継続するものと考え

られる。 

（２）自動車部品産業を対象としたケースス

タディーでは、海外直接投資が国内の雇用や

生産性に及ぼす影響について分析している。

海外直接投資の意思決定と国内の生産性や

雇用量は同時決定であるため、自動車メーカ

ーの直接投資が自動車部品メーカーの直接

投資を誘引することに注目して操作変数を

作成し分析している。また、海外直接投資の

企業パフォーマンスへの影響を、海外生産開

始前後の影響とその後の海外生産規模の拡

大の影響に分けて分析を行っている点も特

徴の一つである。推計結果からは、海外直接

投資は海外生産開始直後でもその後の海外

生産拡大でも、国内の生産性や雇用を減少さ

せるといった効果は観察されず、国内生産を

空洞化させるとは限らないことが明らかと

なった。 

（３）電機メーカーを対象とした海外直接投

資の国内事業の生産性への影響についての

分析では、工程間分業を伴う海外直接投資

（垂直的直接投資）と、国内と同じ部門を海

外に移転する直接投資（水平的直接投資）に

分けて分析した。本研究では、海外子会社の

データと日本国内の工場レベルのデータを

接続したデータベースを構築し、海外子会社

の業種と国内工場の業種の間に投入産出関

係があるとき工程間分業を伴う垂直的直接

投資とみなし、それ以外を水平的直接投資と

みなした。推計結果からは後者のタイプの直

接投資で国内の生産性が向上していること

が確認された。さらに、この結果は東アジア

向けの海外直接投資に注目するとより明瞭

な効果がみられることも確認された。 

（４）日本の企業レベルの取引データを用い

た研究では、完成品メーカーの海外直接投資

が国内で取引関係にある中間財生産者にど

のような影響をもたらすかを分析した。本研

究の一つの特徴は、サプライヤーを多国籍業

と直接取引のある直接取引企業と「サプライ

ヤーのサプライヤー」である間接取引企業、

および、これらに属さない「その他の企業」

に分けて分析していることである。分析にお

いてはパフォーマンスの高い企業がサプラ

イヤーに選抜されやすいという逆相関を考

慮した推計を行っている。推計結果からは、

直接取引企業、間接取引企業はともに「その

他の企業」に比べてパフォーマンスが高いこ

とが示された。この結果は、海外直接投資は

取引関係にある国内企業に必ずしも負の影

響をもたらすわけではなく、むしろ海外進出

企業のサプライ・チェーン・ネットワークに

組み込まれている企業ではポジティブな影

響を与えていると解釈できる。 
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